


○配属先について

九州農政局管内の農業農村整備事業を行う事業所に採用され、用地及び
財産管理に関する業務を行います。

〇業務について
現場の事業所における用地・管理業務の実務を行いながら、行政研修、

ＯＪＴ※などにより、基礎的な事項を習得しつつ、農家・農業に近い現場での
実務経験をして頂きます。

〇異動について

管内事業（務）所を２～３年周期で異動するとともに、本人の適正、経験、
希望等を勘案の上、地方農政局（九州農政局含む。）、本省などへも異動
しながらキャリアを積んで頂きます。



東北農政局（宮城県仙台市）

関東農政局（埼玉県さいたま市）

本省（東京都千代田区霞が関）

北陸農政局
（石川県金沢市）

東海農政局（愛知県名古屋市）

近畿農政局（京都府京都市）

中国四国農政局（岡山県岡山市）

九州農政局（熊本県熊本市）



九州農政局は本局に約530人と九州管内の各県拠点に約340人、事業所に約410人で構成され
総定員数は約1280人です。（ほかに再任用職員:290人 非常勤職員:190人）
（※管内の約1/3の職員が国営事業所の業務に従事）
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土地改良事業に関わる職員は、調査・計画、工事設
計、土地等の買収、工事発注・監督などを行います。

また、事業を進めるために地域農業施策を所管す
る県や市町村などの地方土地改良団体の担当者及
び完成した施設の維持管理を行う土地改良区、地
元関係者と協議・調整しながら日々業務に取り組ん
でいます。
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農業農村整備事業の概要



田・畑

(支線施設)

支線用水路

支線用水路

(基幹的施設)

幹線用水路

幹線排水路 支線排水路

田・畑

末端排水路

末端用水路

末端用水路

(末端施設)

全
施
設
が

完
成
後



流域開発等によって、雨水の
流出状況に変化が生じ、湛水被
害が頻発している地域において、
排水施設を整備することにより、
農用地の被害を防止するととも
に、宅地等の浸水も防止。

老朽化したため池を整備するこ
とにより、決壊や崩壊を防ぎ、下
流の農用地を守るとともに、宅地
や公共用施設の被害も防止。

ため池の改修

集水井工

アンカー工

水抜ボーリング工

承水路工

排水路工

杭打工

排水トンネル工

（参考）1時間降水量50mm以上の降雨の年間発生回数

明瞭な変化傾向あり
（10年で年間観測回数が2８．９回
増加する傾向）



水田整備のイメージ 畑地整備のイメージ








